
最
高
裁
規
則

省

令

告

示

平成™œ年�月š˜日 水曜日 第�—  号官 報
〇
最
高
裁
判
所
規
則
第
三
号

借
地
非
訟
事
件
手
続
規
則
及
び
鑑
定
委
員
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日

最
高
裁
判
所

借
地
非
訟
事
件
手
続
規
則
及
び
鑑
定
委
員
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

（
借
地
非
訟
事
件
手
続
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

借
地
非
訟
事
件
手
続
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
最

高
裁
判
所
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
一
条
中
「
事
件
」
の
下
に
「
並
び
に
大
規
模
な
災

害
の
被
災
地
に
お
け
る
借
地
借
家
に
関
す
る
特
別
措
置

法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
五
条
第
一

項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

に
規
定
す
る
事
件
及
び
同
条
第
二
項
（
同
条
第
四
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
準
用
す
る

法
第
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
件
」
を
加
え
る
。

（
鑑
定
委
員
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

鑑
定
委
員
規
則
（
昭
和
四
十
二
年
最
高
裁
判
所

規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
及
び
罹
災
都
市
借
地
借
家
臨
時
処
理
法

（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
十
三
号
）
第
十
九
条
第
二
項

（
接
収
不
動
産
に
関
す
る
借
地
借
家
臨
時
処
理
法
（
昭

和
三
十
一
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
二
十
条
に
お
い

て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
を「（
大
規
模
な
災
害
の

被
災
地
に
お
け
る
借
地
借
家
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
五
条
第
二
項

（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
及
び
接
収
不
動
産

に
関
す
る
借
地
借
家
臨
時
処
理
法
（
昭
和
三
十
一
年
法

律
第
百
三
十
八
号
）
第
二
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
大

規
模
な
災
害
の
被
災
地
に
お
け
る
借
地
借
家
に
関
す
る

特
別
措
置
法
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効

力
を
有
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
同
法
附
則
第
二
条
の
規
定

に
よ
る
廃
止
前
の
罹
災
都
市
借
地
借
家
臨
時
処
理
法

（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
十
三
号
）第
十
九
条
第
二
項
」

に
改
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
大
規
模
な
災
害
の
被
災
地
に
お
け
る
借

地
借
家
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第

六
十
一
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

最
高
裁
判
所
長
官

竹
Ä

博
允

本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
大
規
模
な
災
害
の
被
災
地
に
お
け
る
借
地
借
家
に

関
す
る
特
別
措
置
法
の
規
定
に
よ
る
事
件
の
手
続
へ

の
準
用
）

第
二
十
四
条

第
二
条
か
ら
前
条
ま
で
（
第
十
条
第
二

項
を
除
く
。）の
規
定
は
、
大
規
模
な
災
害
の
被
災
地

に
お
け
る
借
地
借
家
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
五
条

第
一
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）に
規
定
す
る
事
件
及
び
同
条
第
二
項
（
同
条

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い

て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
件

の
手
続
に
つ
い
て
準
用
す
る
。こ
の
場
合
に
お
い
て
、

第
十
二
条
第
一
項
中
「
法
第
十
九
条
第
一
項
（
同
条

第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）又
は
法

第
二
十
条
第
一
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る
の
は
「
大
規
模
な
災
害

の
被
災
地
に
お
け
る
借
地
借
家
に
関
す
る
特
別
措
置

法
第
五
条
第
一
項
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す

る
場
合
を
含
む
。）」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
法
第
十

九
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
三
項
又
は

法
第
二
十
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
第
三
項
」
と
あ

る
の
は
「
大
規
模
な
災
害
の
被
災
地
に
お
け
る
借
地

借
家
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
五
条
第
四
項
に
お
い

て
準
用
す
る
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第

十
九
条
第
三
項
」
と
、
第
十
七
条
第
二
項
中
「
法
第

十
七
条
第
三
項
、
第
十
八
条
第
一
項
後
段
、
第
十
九

条
第
一
項
後
段
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る

場
合
を
含
む
。）又
は
第
二
十
条
第
一
項
後
段
（
同
条

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ

る
の
は
「
大
規
模
な
災
害
の
被
災
地
に
お
け
る
借
地

借
家
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
五
条
第
一
項
後
段

（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」

と
、
第
二
十
条
及
び
第
二
十
一
条
第
二
項
中
「
法
第

十
九
条
第
五
項
（
同
条
第
七
項
及
び
法
第
二
十
条
第

二
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）」
と
あ
る

の
は
「
大
規
模
な
災
害
の
被
災
地
に
お
け
る
借
地
借

家
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
五
条
第
二
項
（
同
条
第

四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て

準
用
す
る
法
第
十
九
条
第
五
項
」
と
読
み
替
え
る
も

の
と
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
五
十
五
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第

六
十
五
条
第
二
項
及
び
水
産
資
源
保
護
法
（
昭
和
二
十
六

年
法
律
第
三
百
十
三
号
）
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す
る
省
令
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す
る
省
令

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

指
定
漁
業
の
許
可
及
び
取
締
り
等
に
関
す
る
省
令
（
昭

和
三
十
八
年
農
林
省
令
第
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
第
二
遠
洋
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
の
項
第
十
二
号

中
「
第
二
十
号
」
を
「
第
二
十
一
号
」に
、「
第
二
十
五
号
」

を
「
第
二
十
六
号
」
に
改
め
、
同
項
第
十
八
号
を
次
の
よ

う
に
改
め
る
。

十
八

大
西
洋
の
海
域
に
お
け
る
遠
洋
か
つ
お
・
ま
ぐ

ろ
漁
業
に
よ
る
ふ
う
ら
い
か
じ
き
の
採
捕
は
、
農
林

水
産
大
臣
が
定
め
た
期
間
内
に
お
い
て
は
、
禁
止
す

る
。

別
表
第
二
遠
洋
か
つ
お
・
ま
ぐ
ろ
漁
業
の
項
中
第
二
十

九
号
を
第
三
十
号
と
し
、
第
二
十
四
号
か
ら
第
二
十
八
号

ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
二
十
三
号
中
「
第

二
十
六
号
」
を
「
第
二
十
七
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項

第
二
十
四
号
と
し
、
同
項
中
第
二
十
二
号
を
第
二
十
三
号

と
し
、
第
二
十
一
号
を
第
二
十
二
号
と
し
、
第
二
十
号
を

第
二
十
一
号
と
し
、
第
十
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。二

十

大
西
洋
の
海
域
に
お
け
る
遠
洋
か
つ
お
・
ま
ぐ

ろ
漁
業
に
よ
る
に
し
く
ろ
か
じ
き
の
採
捕
は
、
農
林

水
産
大
臣
が
定
め
た
期
間
内
に
お
い
て
は
、
禁
止
す

る
。附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
五
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

〇
金
融
庁
告
示
第
四
十
二
号

ア
ー
ル
ジ
ー
エ
ー
・
リ
イ
ン
シ
ュ
ア
ラ
ン
ス
・
カ
ン
パ

ニ
ー
よ
り
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二

百
九
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
（
同
法
第
百
八
十
七

条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
氏

名
及
び
住
所
の
変
更
）
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
百
八
十

九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

日
本
に
お
け
る
代
表

浅
井

勇
介

者
の
氏
名
及
び
住
所

東
京
都
文
京
区
本
駒
込
二
丁
目
七

番
十
一
号

〇
金
融
庁
告
示
第
四
十
一
号

ユ
ー
ラ
ー
ヘ
ル
メ
ス
・
ド
イ
チ
ュ
ラ
ン
ト
・
ア
ク
テ
ィ

エ
ン
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
よ
り
保
険
業
法
（
平
成
七
年
法
律

第
百
五
号
）第
二
百
九
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出（
同

法
第
百
八
十
七
条
第
一
項
第
二
号
に
定
め
る
日
本
に
お
け

る
代
表
者
の
氏
名
及
び
住
所
の
変
更
）
が
あ
っ
た
の
で
、

同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告

示
す
る
。

平
成
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日

金
融
庁
長
官

畑
中
龍
太
郎

日
本
に
お
け
る
代
表

平
峯

正
巳

者
の
氏
名
及
び
住
所

東
京
都
杉
並
区
西
荻
北
五
丁
目
三

番
六
号

〇
外
務
省
告
示
第
二
百
六
十
七
号

平
成
二
十
五
年
七
月
十
八
日
に
ハ
ノ
イ
で
、
人
材
育
成

奨
学
計
画
の
た
め
の
贈
与
に
関
す
る
次
の
概
要
の
書
簡
の

交
換
が
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
政
府
と
の
間
に
行
わ

れ
た
。

１

援
助
の
目
的
及
び
内
容

人
材
育
成
奨
学
計
画
を
実

施
す
る
た
め
に
必
要
な
役
務
の
購
入

２

贈
与
の
限
度
額

三
億
二
千
四
百
万
円

３

贈
与
の
供
与
期
限

平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
一
日

ま
で

４

署
名
者

日

本

側

谷
Ä
泰
明
在
ベ
ト
ナ
ム
大
使

ベ
ト
ナ
ム
側

フ
ァ
ム
・
ヴ
ー
・
ル
ア
ン
教
育
訓
練
大

臣

平
成
二
十
五
年
七
月
三
十
一
日

外
務
大
臣

岸
田

文
雄

™
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